
平成２9年（２017年）5月5日第２００号 ひらつか議会だより

代表

３月 定例会概要
２/16～３/16・会期29日間

　今定例会では、会派を代表する５人の
議員が、新年度の施政方針や予算につい
て「代表質問」を行いました。
　詳しい質疑内容は、会議録又はイン
ターネット中継をご覧ください。
★質問者の文責により質問と答弁の要旨を掲
載しています。

清
風
ク
ラ
ブ

野
崎 
審
也 

議
員

選
ば
れ
る
ま
ち
、
住
み
続
け
る
ま
ち

施
政
方
針
か
ら

問　
都
市
間
競
争
が
激
化
す
る

中
で
、
本
市
の
目
指
す
べ
き
将

来
の
ま
ち
の
姿
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
、
民
間

活
力
の
積
極
的
活
用
や
公
共
施

設
の
総
量
縮
減
に
取
り
組
む
。

温
か
さ
を
テ
ー
マ
に
据
え
、
手

を
つ
な
ぎ
た
く
な
る
街
、
湘
南

ひ
ら
つ
か
の
実
現
を
目
指
す
。

財
源
確
保
の
取
り
組
み

問　
財
政
構
造
を
見
る
と
、
人

件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費
の
義

務
的
経
費
は
４
年
連
続
で
歳
出

の
50
％
を
超
え
て
い
る
。
い
か

に
歳
入
の
自
主
財
源
を
増
や
す

か
、
積
極
的
な
財
源
確
保
に
向

け
て
、
経
営
の
視
点
で
の
意
識

改
革
や
未
来
を
担
う
人
材
の
育

成
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長　
研
修
な
ど
を
通
じ
、
行

政
経
営
の
コ
ス
ト
意
識
の
向
上

を
図
り
、
職
員
が
課
題
に
挑
戦

し
続
け
る
意
識
を
持
つ
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
国
や
県
の
事
業
予
算
獲
得

に
向
け
た
取
り
組
み
や
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
国
や
県
の
補
助
制
度
の

情
報
収
集
を
行
い
、
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
質
の
高
い

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
施

策
の
実
現
に
努
め
て
い
く
。

問　
事
業
の
選
択
と
集
中
と
し

て
、
平
成
29
年
度
の
事
業
評
価

の
考
え
を
伺
う
。

市
長　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
事
業
選
定
や
実
施
手
法
を
工

夫
し
な
が
ら
、
延
べ
95
事
業
と

３
施
設
の
評
価
を
実
施
し
て
き

た
。
一
定
の
削
減
効
果
が
得
ら

れ
、
一
定
の
目
的
を
果
た
し
た

こ
と
か
ら
28
年
度
は
実
施
を
見

送
っ
た
。
29
年
度
は
歳
入
の
確

保
に
つ
い
て
、
行
政
改
革
推
進

委
員
会
か
ら
外
部
の
視
点
と
し

て
意
見
を
も
ら
い
、
行
財
政
改

革
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問　

勤
労
会
館
、
青
少
年
会 

館
、
教
育
会
館
の
在
り
方
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
針

を
伺
う
。

市
長　

27
年
度
の
事
業
評
価

で
、
見
直
し
が
必
要
と
の
評
価

を
受
け
、
教
育
会
館
は
改
修
、

青
少
年
会
館
は
機
能
移
転
を
し

て
解
体
、
勤
労
会
館
は
周
辺
施

設
な
ど
の
全
体
的
な
状
況
を
勘

案
し
、
30
年
度
上
半
期
ま
で
に

方
向
性
を
定
め
て
い
く
。

総
合
戦
略
室
の
考
え
方

問　
民
間
活
力
の
活
用
や
複
数

の
課
に
ま
た
が
る
重
要
施
策
の

推
進
に
総
合
戦
略
室
の
設
置
を

提
案
す
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長　
本
市
が
抱
え
る
行
政
課

題
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
は
庁
内
横

断
的
な
体
制
で
解
決
を
図
る
も

の
が
増
え
て
い
る
。
当
面
は
新

し
い
組
織
を
作
ら
ず
、
庁
内
連

携
を
更
に
進
め
て
い
く
。

民
間
活
力
の
活
用 

公
立
園
の
民
営
化

問　
今
後
の
公
立
園
の
民
営
化

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
15
園
あ
っ
た
公
立
園
は

幼
稚
園
が
１
園
、
保
育
園
が
６

園
、
認
定
こ
ど
も
園
が
１
園
の

合
計
８
園
に
再
編
す
る
。
幼
稚

園
は
当
面
１
園
を
存
続
さ
せ
る

が
、
32
年
度
上
半
期
ま
で
に
最

終
的
な
結
論
を
出
す
。
保
育
所

は
耐
震
対
策
が
必
要
な
施
設
を

民
営
化
し
、
残
る
園
は
少
子
化

の
進
展
な
ど
を
注
視
し
、
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
を
進
め
る
。

問　
再
編
に
よ
っ
て
捻
出
す
る

財
源
や
人
材
、
施
設
の
活
用
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長　
財
源
や
人
材
は
子
育
て

支
援
の
強
化
・
充
実
に
関
す
る

政
策
フ
レ
ー
ム
を
着
実
に
進
め

る
た
め
に
活
用
す
る
。
廃
止
と

な
る
施
設
は
原
則
解
体
す
る
。

産
業
の
成
長
戦
略

問　
若
者
の
雇
用
確
保
と
定
住

促
進
施
策
を
伺
う
。

市
長　
大
学
と
の
連
携
な
ど
で

学
生
と
企
業
と
の
接
点
や
交
流

の
機
会
を
充
実
し
て
い
き
就
労

へ
つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
、
本

市
の
住
み
や
す
さ
な
ど
を
Ｐ
Ｒ

し
、
定
住
を
促
進
す
る
。

問　
認
定
農
業
者
の
認
定
や
継

続
要
件
を
緩
和
で
き
な
い
か
。

市
長　
農
業
者
が
他
産
業
従
事

者
と
同
等
の
所
得
水
準
を
得
る

こ
と
を
目
標
要
件
と
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
を
達
成
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
見
附
台

周
辺
地
区
整
備
事
業　

教
育
環

境
の
充
実
に
向
け
て　

ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り

行
財
政
運
営

問　
総
合
計
画
を
基
本
に
、
何

を
付
加
し
て
財
源
確
保
に
取
り

組
む
の
か
。

市
長　
平
成
30
年
か
ら
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
納

付
方
法
の
拡
大
や
、
駐
車
場
使

用
料
の
有
料
化
に
も
取
り
組
む

予
定
で
あ
る
。
ま
た
国
や
県
の

補
助
制
度
や
民
間
活
力
を
活
用

し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

問　
新
た
な
財
源
確
保
策
と
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
特
定
の
事
業
に
対
し
て
賛
同

者
の
寄
附
を
募
る
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
手
法
に
つ

い
て
考
え
方
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
特
定
目
的
の

た
め
の
寄
附
、
財
源
調
達
の
手

法
の
一
つ
で
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
で
き
る
の
か
検

討
し
た
い
。

問　
地
方
公
会
計
は
、
行
財
政

運
営
の
改
善
に
役
立
て
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
公
共
施

設
の
維
持
管
理
の
判
断
に
活
用

で
き
る
。
今
後
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
施
設
個
別
の
コ
ス
ト
情

報
を
明
ら
か
に
し
、
施
設
間
の

比
較
や
経
年
の
比
較
が
可
能
と

な
る
。
情
報
を
分
析
し
、
維
持

管
理
の
手
法
の
改
善
や
施
設
の

統
廃
合
を
検
討
す
る
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
公

共
施
設
再
編
計
画
の
趣
旨
で
あ

る
公
共
施
設
の
最
適
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

持
続
可
能
な 

ま
ち
づ
く
り

問　
本
市
が
目
指
す
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
南
の
核
と
北
の
核
、
南

北
都
市
軸
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
多
極
的
に
諸
機
能
を
分

散
さ
せ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
生
活

圏
を
形
成
し
て
い
く
。
道
路
網

や
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
に
よ
り
、
各
地
域
が
相
互

に
役
割
を
補
完
し
な
が
ら
連
携

す
る
考
え
方
を
基
本
に
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

問　
大
規
模
工
場
の
撤
退
に
よ

る
空
き
地
の
対
策
と
し
て
、
産

業
の
誘
導
も
含
め
た
立
地
適
正

化
の
方
針
を
伺
う
。

市
長　
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
改
訂
で
、
産
業
系
土
地
利
用

の
誘
導
や
産
業
集
積
の
促
進
を

図
る
と
し
た
。
大
規
模
な
土
地

利
用
転
換
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
機
会
と
し
て
、
全
市
の
機
能

配
置
を
考
慮
し
な
が
ら
、
地
域

の
特
性
に
合
わ
せ
た
土
地
利
用

の
誘
導
を
目
指
し
て
い
く
。

産
業
振
興
施
策

問　
企
業
の
創
業
、
成
長
、
衰

退
と
い
っ
た
全
て
の
過
程
で
、

産
官
学
金
士
が
連
携
し
て
支
援

で
き
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
窓
口

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
企
業
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
専

門
機
関
の
施
策
な
ど
を
有
効
に

活
用
し
、
課
題
解
決
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
現
在
、
窓
口
の
設
置
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進

問　
認
知
症
介
護
者
の
負
担
軽

減
策
と
な
る
認
知
症
カ
フ
ェ
に

つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

市
長　
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
設
置
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
既
存
の

サ
ロ
ン
な
ど
が
認
知
症
に
な
っ

て
も
通
う
こ
と
が
で
き
る
場
所

と
な
る
よ
う
、
従
事
者
に
対
し

て
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

に
よ
る
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
長
に
問
う

問　
教
員
の
多
忙
化
の
軽
減
に

向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
長　
教
員
の
多
忙
化
解
消

と
、
子
供
と
向
き
合
う
時
間
の

確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
学
校

事
務
連
携
支
援
室
を
学
校
の
管

理
運
営
規
則
に
位
置
付
け
、
学

校
事
務
機
能
の
強
化
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
会
議
の

回
数
が
減
る
な
ど
業
務
改
善
が

図
ら
れ
て
い
る
。

問　
小
中
連
携
、
小
中
一
貫
教

育
の
推
進
は
重
要
で
あ
る
が
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長　
小
学
校
か
ら
中
学
校

へ
の
切
れ
目
の
な
い
継
続
し
た

支
援
を
提
供
す
る
た
め
、
新
た

に
市
内
を
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
、
小
・
中
学
校
の
教
員
が
互

い
に
学
び
な
が
ら
連
携
を
深
め

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

公
明
ひ
ら
つ
か

秋
澤 

雅
久 

議
員

当
初
予
算
及
び
施
政
方
針
に
つ
い
て

２月16日 本会議（第１日）
● 市長提出案件の上程
● 市長の施政方針、提案説明
● 市長提出議案７案件の表決
２月27日～３月２日 本会議（第２～５日）
● 代表質問、総括質問
３月６日～９日 常任委員会
● ６日 総務経済常任委員会

都市建設常任委員会
● ８日 環境厚生常任委員会

教育民生常任委員会
● ９日 環境厚生常任委員会
３月16日 本会議（第６日）
● 市長提出議案の討論、表決
● 会議案の提出、表決


